
★
日
常
生
活
の
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
は

ネ
ッ
ト
上
で
も
同
じ

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
こ

と
、
思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を
と
る

こ
と
な
ど
、
こ
れ
ま
で
も
道
徳
教
育

で
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
で
す
が
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
も
同
じ
こ
と
で
す
。

★
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
特
性
や

危
険
性
を
知
る

ネ
ッ
ト
の
特
性
と
し
て
、
気
軽
に

名
前
や
住
所
な
ど
の
個
人
情
報
を
伝

え
て
し
ま
う
と
、
自
分
の
身
を
危
険

に
さ
ら
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
こ

と
、
一
度
書
き
込
ん
だ
情
報
は
取
り

返
し
が
つ
か
な
い
こ
と
、
ネ
ッ
ト
上

に
潜
ん
で
い
る
危
険
性
か
ら
身
を
守

る
こ
と
な
ど
を
、
子
ど
も
達
に
知
ら

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

★
学
校
と
家
庭
と
が
連
携
し
た
指
導

情
報
安
全
教
育
は
、
情
報
社
会
に

お
け
る
正
し
い
判
断
や
望
ま
し
い
態

度
を
育
て
る
た
め
に
、
学
校
だ
け
で

な
く
、
家
庭
と
連
携
し
て
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

家
庭
で
は
、
子
ど
も
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
を
使
う
場
合
、

使
う
目
的
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
約
束

ご
と
を
決
め
た
上
で
、
保
護
者
の
指

導
の
も
と
に
使
わ
せ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

★
安
全
な
ネ
ッ
ト
利
用
の
た
め
に

家
庭
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
相
談
で
き
る
場
所
、
子
ど
も
の

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き

る
場
所
と
な
る
よ
う
、
次
の
５
か
条

を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

「
校
長
先
生
、
こ
れ
何
で
す
か
？
」

と
Ｋ
さ
ん
が
持
っ
て
き
た
も
の
を
見

て
、
び
っ
く
り
、「
あ
、
ヘ
ビ
ト
ン

ボ
だ
」
思
わ
ず
声
を
あ
げ
て
し
ま
っ

た
。
も
し
、
ど
こ
か
で
採
集
さ
れ
た

も
の
が
逃
げ
出
し
た
の
で
な
く
、
校

庭
に
い
た
の
な
ら
、
多
摩
川
が
と
て

も
き
れ
い
に
な
っ
た
証
拠
で
す
。

そ
う
い
え
ば
、
昨
年
日
野
橋
の
下

や
八
坂
神
社
付
近
の
用
水
で
も
ア
ユ

の
遡
上
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

復
活
し
て
き
た
景
観
の
中
で
の
子
供

た
ち
の
自
然
体
験
が
環
境
教
育
の
土

台
に
な
る
は
ず
で
す
。

多
感
な
子
供
時
代
に
自
然
へ
の
興

味
関
心
を
体
験
的
に
深
め
て
い
く
こ

と
は
、
環
境
と
生
物
と
の
か
か
わ
り

を
考
え
て
い
く
と
い
う
環
境
教
育
の

ね
ら
い
を
達
成
す
る
土
台
を
養
う
こ

と
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
然
に
恵
ま

れ
た
中
で
育
つ
こ
と
が
思
索
し
、
創

造
し
原
理
を
追
究
す
る
人
間
を
育
て

ま
す
。

鎌
倉
時
代
の
歴
史
を
刻
む
平
山
の

宗
印
寺
や
日
野
宿
の
八
坂
神
社
な
ど

の
文
化
遺
産
、
そ
し
て
、
ア
ユ
を
育

て
た
多
摩
川
の
清
流
に
代
表
さ
れ
る

豊
か
な
自
然
を
生
か
し
て
未
来
を
担

う
ひ
の
っ
子
を
育
て
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

（
教
育
部
）

発行 日野市教育委員会（編集 教育部学校課）

教
育
目
標

ひ

の

っ

こ

ら こ う 世 界 へ

び よ う と も に

く ろ う 夢 を

え よ う 自 分 を

紙面から

子子どどももををネネッットト上上ののトトララブブルルかからら守守るる １１

日日野野市市立立中中学学校校８８校校のの窓窓（（紹紹介介）） ２２

ひひののっっ子子ががんんばばっってていいまますす・・平平山山小小落落成成式式等等 ３３

学学校校ププーールルとと校校庭庭開開放放・・芸芸術術文文化化のの薫薫るるままちち ４４

…………

………………

…

…

自
然
体

験
を
学
び
に

日
野
市

公
立

小
学
校

校
長

会
会
長

太
田
由
紀
夫

子
ど

も
を

ネ
ッ

ト
上

の
ト

ラ
ブ

ル
か

ら
守

る
た

め
に

…
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ネ
ッ
ト
上
の
ト
ラ
ブ
ル
が
子
ど
も
た
ち
の
間
に
急
速
に
広
ま
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
小
・
中
学
校
で
は
情
報
安
全
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
「
ひ
の
っ
子
き
ょ
う
い
く
」
で
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

５
か
条
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
推
進
室
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
h
ttp
:/
/
w
w
w
.h
in
o
-tk
y
.ed
.jp
/
ict-ed

u
/
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校
長
山
田
悟
志

「
地
域
の
環
境
を
生
か
し
た
食
育
」

緑
に
囲
ま
れ
た
丘
の
上
に
学

校
が
あ
り
、
地
域
に
は
用
水
や

田
ん
ぼ
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
環
境
を
生
か
し
以
前
よ
り
、

農
家
の
方
の
ご
協
力
も
い
た
だ

き
農
作
業
体
験
や
用
水
調
べ
な

ど
の
体
験
学
習
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
収
穫
し
た
野

菜
の
一
部
は
給
食
の

食
材
と
し
て
も
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
食
の

大
切
さ
、
生
涯
に
わ

た
り
健
康
な
生
活
を

送
る
力
を
身
に
つ
け

る
た
め
食
育
を
推
し

進
め
て
い
ま
す
。

日
野
第
二
中
学
校

www.j-hino2.hino-tky.ed.jp

中学の窓 日野市立中学校が目指す『特色ある学校づくり』の取り組みについて紹介します。
詳細は、各校のホームページをごらん下さい。

校
長
山
口
俊
浩

「
身
近
な
人
権
」本
校
で
は
、
毎
年
１
学
期
の

道
徳
授
業
は
全
学
年
、
学
級
で

「
身
近
な
人
権
」
を
テ
ー
マ
に

し
て
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
ま
と
め
と
し
て
７
月
に
全
校

に
よ
る
「
人
権
意
見
発
表
会
」
を
行
い
ま
す
。
６
月
２

日
は
全
学
級
に
弁
護
士
を
招
い
て
「
子
ど
も
の
人
権
と

い
じ
め
」
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
通
し
て
、
人
権
に
関
す

る
考
え
が
深
ま
り
、
行
動

と
な
っ
て
表
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

日
野
第
三
中
学
校

www.j-hino3.hino-tky.ed.jp

校
長
尾
形

斉

『
規
律
・
信
頼
・
思
い
や
り
』
の
あ
る

学
校
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

全
校
生
徒

820名
・

22学
級
の
大

規
模
校
で
す
が
生
徒
た
ち
は
、
学

習
に
行
事
に
部
活
動
に
一
所
懸
命

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

本
校
が
目
指
す
学
校
像

・
生
徒
一
人
一
人
が
大
切
に
さ
れ
、
よ
さ
が
伸
ば
さ
れ
、
生
か
さ

れ
る
学
校

・
生
徒
と
生
徒
、
生
徒
と
教
師
が
相
互
に
信
頼
し
あ
え
る
学
校

・
地
域
と
連
携
し
た
教
育
を
推
進
す
る
学
校

・
研
修
と
実
践
力
の
あ
る
教
師

※
志
を
高
く
も
っ
て
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
頑
張

り
ま
す
。

本
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動

・
地
域
学
習
（
一
年
）・
環
境
学
習
（
二
年
）・
学
校
農
園
（
三
年
）・

小
学
校
へ
の
出
前
授
業
・
職
場
体
験
（
二
年
）・
小
中
交
流
会

（
生
徒
会
・
部
活
動
）

・
ク
リ
ー
ン
作
戦
（
小
中
交
流
活
動
）・
朝
読
書
週
間
・
道
徳
講

話
（
三
学
期
）
＊
二
大
行
事
…
…
運
動
会
・
合
唱
祭
（
ド
リ
ー

ム
ホ
ー
ル
）
等

三
沢
中
学
校

www.j-misawa.hino-tky.ed.jp

校
長
正
留
久
巳

「
頑
張
る
時
は
い
つ
も
今
」

中
学
時
代
は
人
生
の
大
切
な

基
礎
固
め
の
と
き
で
す
。
人
と

し
て
の
基
礎
基
本
を
き
ち
ん
と

身
に
つ
け
て
こ
そ
、
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
に
秘
め
ら
れ
た
力
を
開
花

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
山
中
は
「
ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ
」
と
「
鍛
え
て
伸

ば
す
」
を
指
導
の
基
本

と
し
て
い
ま
す
。
努
力

な
し
に
身
に
付
く
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
生

徒
一
人
一
人
を
大
切
に

し
、
鍛
え
可
能
性
を
伸

ば
す
学
校
」
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

平
山
中
学
校

www.j-hirayama.hino-tky.ed.jp

校
長
吉
村
正
久

「
ヒ
ル
ガ
オ
の
カ
ー
テ
ン
」

地
球
温
暖
化
防
止
の
意
識
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
、
地
域
の

方
、
日
野
市
役
所
、
美
化
委
員
、

自
然
科
学
部
教
職
員
が
一
緒
に

な
っ
て
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

校
舎
の
壁
面
が
モ
ミ
ジ
ヒ
ル
ガ
オ
の
カ
ー
テ
ン
で
彩
ら

れ
て
い
く
こ
と
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

日
野
第
一
中
学
校

www.j-hino1.hino-tky.ed.jp

校
長
中
野
秀
樹

「
伝
統
と
歴
史
に

相
応
し
い
学
校
」

昨
年
、
創
立

60周
年
記
念

行
事
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

伝
統
と
歴
史
に
相
応
し
い
学

校
を
目
指
し
ま
す
。

基
礎
・
基
本
の
重
視

学
習
も
生
活
も
基
礎
・
基
本
を
重
視
し
ま
す
。

規
範
意
識
の
育
成

落
ち
着
い
た
学
校
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
規
範
意

識
を
育
て
ま
す
。

挨
拶
の
励
行

挨
拶
を
大
切
に
し
、
い

じ
め
の
な
い
学
校
を
目
指

し
ま
す
。

七
生
中
学
校

www.j-nanao.hino-tky.ed.jp

校
長
秋
山
讓
児

「
当
た
り
前
の
こ
と
が

当
た
り
前
に
で
き
る
学
校
」

「
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た

り
前
に
で
き
る
学
校
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
て
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
が
よ
く
で
き
、
上
級

生
か
ら
下
級
生
へ
よ
き
伝
統
が

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
生
徒
達
を
い
つ

も
献
身
的
に
支
え
て
く
れ

る
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
・

教
職
員
の
お
陰
で
す
。

今

年
も
「
学
校
・
家
庭
・
地

域
」
の
連
携
を
大
切
に
し

た
学
校
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
い
き
ま
す
。

日
野
第
四
中
学
校

www.j-hino4.hino-tky.ed.jp

校
長
岡
部
秀
敏

「
あ
い
さ
つ
運
動
」

18・

19年
度
と
小
・
中
連
携

教
育
実
践
研
究
を
学
区
内
小
学

校
と
協
力
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

分
科
会
の
ひ
と
つ
「
こ
こ
ろ
部

会
」
は
あ
い
さ
つ
運
動
を
継
続

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
本
校

で
は
、
朝
、
生
徒
の
登
校
時
間
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
で
は
、

明
る
い

あ
い
さ
つ
が
聞
こ
え

る
登
校
風
景
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て

来
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

時
間
（
登
校
・
下
校
）

を
守
る
運
動
を
進
め

て
い
ま
す
。

大
坂
上
中
学
校

www.j-ohsakaue.hino-tky.ed.jp

モミジヒルガオの植えつけ

地域の方も共にネットはり農作業体験

弁護士先生による道徳授業

大ムカデ競走

校舎全景

縦割り種目（大縄跳び）

朝のあいさつ運動



平
山
小
学
校
は
、
統
合
が
決
定
し

た
平
成

18年
４
月
か
ら
２
カ
年
間
、

平
山
台
小
学
校
を
仮
校
舎
と
し
て
使

用
し
、
そ
の
間
平
山
小
学
校
の
校
舎
・

体
育
館
・
プ
ー
ル
を
解
体
し
て
建
て

替
え
ま
し
た
。

日
野
市
で
は
、
昭
和

59年
度
の
仲

田
小
学
校
以
来

24年
ぶ
り
と
な
り
ま

す
。６
月
７
日
、
日
野
市
・
日
野
市
教

育
委
員
会
・
平
山
小
学
校
の
三
者
共

催
に
よ
る
落
成
式
を
執
り
行
い
ま
し

た
。
来
賓
、５
･６
年
生
児
童
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
代
表
者
、
地
域
の
方
、
学
校
関
係

者
等
約
５
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

児
童
は
、
校
歌
作
曲
者
森
ミ
ド
リ

さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
校
歌
を
斉
唱

し
、
笛
や
琴
、
和
太
鼓
を
使
っ
た
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
校
舎
で
よ
り
よ
く
す
ご

す
た
め
に
、
児
童
会
は
「
大
切
な
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
こ
の

状
態
で
次
の
世
代
へ
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
今
後
の
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
、
平
山
小
学
校
へ
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
学
校
課
）

潤
徳
小
で
は
、
昨
年
度
よ
り
学
校

に
面
し
た
歩
道
に
打
ち
水
を
し
て
、

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
抑
制
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。
潤
徳
小
横
の
歩

道
は
、
一
日
に
一
回
打
ち
水
を
す
る

と
、

24時
間
程
水
分
を
含
ん
だ
状
態

を
保
て
る
特
殊
な
舗
装
で
、
昨
年
度

日
野
市
道
路

課
が
施
工
し

ま
し
た
。

ま
た
、
打

ち
水
は
、
水

道
水
で
は
な

く
水
路
水
を

使
用
し
て
い

ま
す
。

打
ち
水
を

夕
刻
に
行
う
と
、
保
水
性
舗
装
で
な

く
て
も
、
翌
日
朝
ま
で
道
路
の
高
温

化
を
防
げ
る
そ
う
で
す
。

各
ご
家
庭
で
も
、
取
り
組
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？（
庶
務
課
）

三
沢
中
で
は
６

月
～
９
月
の
間
、水

筒
を
持
っ
て
き
ま

す
。
様
々
な
環
境
の
変
化
で
、
昔
よ

り
熱
中
症
対
策
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。

水
筒
の
中
身
は
水
分
や
塩
分
補
給

に
適
し
た
物
を
持
参
し
ま
す
。

服
装
に
関
し
て
は
、
体
温
調
節
と

汗
対
策
の
た
め
肌
着
の
着
用
、
ハ
ン

カ
チ
・
タ
オ
ル
等
の
常
備
が
必
要
で

す
。
又
、
具
合
が
悪
い
時
は
、
我
慢

し
な
い
で
、
自
分
か
ら
声
を
か
け
る

な
ど
の
自
己
管
理
が
大
切
で
す
。

今
ま
で
の
経
験
か
ら
の
話

体
育
館
等
の
室
内
の
場
合
、

○
換
気
を
す
る
（
指
導
者
）

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
の
シ
ャ
ト
ル
の
都

合
で
、「
カ
ー
テ
ン
閉
め
切
り
」
は

危
険
で
す
。
換
気
が
重
要
で
す
。

○
水
分
・
塩
分
補
給
（
す
ぐ
飲
め
る

状
況
に
し
て
お
く
。）

○
部
活
等
の
指
導
者
は
講
習
会
や
研

修
会
で
学
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

家
庭
と
生
徒
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

○
各
家
庭
で
は
早
寝
・
早
起
き
・
朝

御
飯
そ
し
て
快
便
等
、
基
本
的
生

活
習
慣
の
自
己
管
理
が
大
事
で
す
。

○
健
康
な
生
活
に
は
、
心
と
体
の
安

定
が
と
て
も
大
切
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
家
庭
、
学
校
、
地
域
の
協

力
で
、「
子
供
に
夢
を
も
た
せ
、

い
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
す
。」
そ
う

す
れ
ば
、
元
気
な
心
と
体
が
育
つ

の
で
は
。

山
村
房
枝
先
生
の
お
話
で
、
心
に

温
か
い
パ
ワ
ー
を
頂
き
ま
し
た
。

（
学
校
課
）

（3）平成20年（2008年）７月15日 第62号日野市教育広報/ひのっ子きょういく
夏
の
健
康
と
熱
中
症
に
つ
い
て

日
野
市
立
三
沢
中
学
校

養
護
教
諭

山
村

房
枝

東
京
国
際
ユ
ー
ス（
Ｕ
―

14）サ
ッ
カ
ー
大
会

（
次
世
代
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
め
ざ
す
）

平
山
中
の
伊
藤
康
平
君
と
吉
田
一
彦
君
の
二
人
（
Ｆ

Ｃ
東
京
む
さ
し
）
は
、
世
界
の
強
豪
が
し
の
ぎ
を
削
る

東
京
国
際
ユ
ー
ス
（
Ｕ
―

14）
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
出
場

し
、
世
界
へ
挑
み
ま
し
た
。

次
世
代
の
ス
タ
ー
が
競
い
合
う
と
い
う
大
会
で
す
。

今
回
は
、
ド
イ
ツ
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。
こ
の
大

会
に
出
場
し
た
各
選
手
は
、
国
を
超
え
た
相
互
理
解
の

場
と
も
な
り
素
晴
ら
し
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

2008

試合中

試合前（№27伊藤君・№33吉田君）

活
躍
す
る
部
活
動

トロンボーンとユーフォ二アム
を練習中

野球部都大会へ

潤徳ガルーダ

潤
徳
小
学
校

東
京
都

サ
ッ
カ
ー
協
会

少
年

連

盟
１
２

Ｂ
Ｂ

３
年
生
大
会
で
、

本

校
の
児
童

の
チ
ー
ム

「
潤
徳
ガ

ル
ー
ダ
」

が
見
事
準

優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。

平平平平平 平平
山山山山山 山山
小小小小小 小小

新新新新新 新新
たたたたた たた
ななななな なな
ススススス スス
タタタタタ タタ
ーーーーー ーー
トトトトト トト

６
月
７
日
落
成
式
挙
行

式典アトラクション

～～
ひひ
のの
っっ
子子
エエ
ココ
アア
クク
シシ
ョョ
ンン
～～

地
球
温
暖
化
防
止
・
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め
の
潤
徳
小
学
校
で
の
取
組
み

水路水を利用しています

打ち水の様子

平
山
中
学
校

２
年

伊
藤

康
平

僕
が
こ
の
大
会
に
出

場
し
て
、
凄
い
な
と
思
っ

た
事
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
身
体
能

力
の
凄
さ
で
す
。
僕
が

対
戦
し
た
チ
ー
ム
は
、

ど
の
チ
ー
ム
も
体
が
大
き
く
、
ス

ピ
ー
ド
も
あ
り
競
り
合
い
が
と
て

も
強
か
っ
た
で
す
。

二
つ
目
は
、
個
々
の
技
術
で
す
。

僕
は
、
こ
の
大
会
で
沢
山
の
事

を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

（
略
）僕
は
こ
れ
か
ら
の
努
力
次
第
で

ま
だ
ま
だ
成
長
で
き
ま
す
。
こ
の

経
験
を
活
か
し
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

平
山
中
学
校

２
年

吉
田

一
彦

東
京
国
際
ユ
ー
ス
大
会
に
は
、

ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓

国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、

そ
し
て
日
本
か
ら
は
２
チ
ー
ム
が

出
場
し
ま
し
た
。（

略
）

残
念
な
が
ら
、
ぼ
く
た
ち
の
チ
ー

ム
は
優
勝
で
き
ず
に
５
位
に
終
わ

り
ま
し
た
。
し
か
し
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
戦
っ
た
チ
ー
ム
の
人
と

食
事
を
し
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
た
り
と
、
と
て
も

良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
戦
っ
た
人
達
と
世
界
の
舞

台
で
戦
え
る
こ
と
を
目
標
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

日
野
第
一
中
学
校

【
剣
道
部
】

第
七
ブ
ロ
ッ
ク
（
日
野
・
多
摩
・

稲
城
）
春
季
剣
道
大
会
団
体
戦
優
勝
。

個
人
戦
で
は
古
谷
光
平
君
が
１
位
、

森
山
一
樹
君
が
３
位
に
入
賞
。

【
陸
上
部
】

都
中
体
連
地
域
別
陸
上
競
技
大
会

２
位
入
賞
。
谷

星
輝
君
。
種
目
３

０
０
０
ｍ
走
（
９
分

32秒
）
都
大
会

出
場
権
獲
得
。

大
坂
上
中
学
校

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

第
７
ブ
ロ
ッ
ク
中
学
校
対
抗
選
手

権
大
会
で
準
優
勝
。

【
野
球
部
】

第
７
ブ
ロ
ッ
ク
日
野
・
多
摩
・
稲

城
地
区
春
季
野
球
大
会
で
優
勝
。
都

大
会
「
ベ
ス
ト

16」。

【
吹
奏
楽
部
】

新
選
組
祭
の
市
民
会
館
で
演
奏
。

【
陸
上
部
】

第

59回
東
京
都
中
学
校
地
域
別

陸
上
大
会
で
共
通
女
子
１
５
０
０

ｍ
で
２
位
。
共
通
男
子

800ｍ
で
４

位
。
共
通
女
子
４
×

100ｍ
リ
レ
ー

で
６
位
。

【
剣

道
】（
部
外
）

１
年
生
女
子
が
成
績
を
上
げ
る
。

他
部
も
目
標
に
向
か
い
頑
張
る
。

滝
合
小
学
校

「
音

楽
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
」

６
年

中
山

明
日
花

６
年

根
津

祐
希

私
た
ち
は
今
年
、
金
管
楽
器
を
使
っ

た
新
し
い
「
音
楽
ク
ラ
ブ
」
に
入
り

ま
し
た
。（
中
略
）

１
回
目
の
ク
ラ
ブ
で
は
、
担
当
の

楽
器
を
決
め
、
楽
器
に
慣
れ
る
練
習

を
し
ま
し
た
。
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

方
に
指
導
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

３
回
目
の
ク
ラ
ブ
で
は
『
か
え
る

の
う
た
』
な
ど
の
曲
を
練
習
し
ま
し

た
。
金
管
楽
器
は
吹
く
の
が
難
し
い

け
れ
ど
、
吹
け
た
時
の
達
成
感
が
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。
運
動
会
ま
で

に
曲
が
吹
け
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た

い
で
す
。

（
学
校
課
）

ひひひひののののっっっっ子子子子ががががんんんんばばばばっっっってててていいいいまままますすすす



学
校

プ
ー

ル
で

遊
ぼ

う
！

日
野
市
内
全
小
学
校
の
プ
ー
ル
を

学
校
の
夏
休
み
期
間
中
に
、
主
に
児

童
を
対
象
に
概
ね
８
日
間
開
放
し
て

い
ま
す
。

こ
の
学
校
プ
ー
ル
開
放
は
、
各
小

学
校
の
プ
ー
ル
開
放
運
営
委
員
会
が

実
施
し
、
開
放
日
、
時
間
、
対
象
者

等
を
決
め
て
い
ま
す
。
遊
び
や
交
流

を
中
心
と
し
た
ご
利
用
が
で
き
ま
す
。

今
年
の
開
放
予
定
は
、
児
童
を
通

じ
て
案
内
を
送
付
等
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
さ
れ
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

《
プ
ー
ル
を
安
全
に
楽
し
む
に
は
》

・
飛
び
込
み
、
潜
水
を
し
な
い
。

・
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
走
ら
な
い
。

・
プ
ー
ル
の
ル
ー
ル
や
監
視
員
の
言

う
こ
と
を
守
る
。

・
プ
ー
ル
に
入
る
前
や
ト
イ
レ
の
後

に
は
、
シ
ャ
ワ
ー
を
十
分
に
浴
び

る
。

・
プ
ー
ル
が
終
わ
っ
た
ら
、
目
を
よ

く
洗
い
、
十
分
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び

る
。

・
人
が
使
用
し
た
タ
オ
ル
を
使
わ
な

い
。（
兄
弟
で
も
別
々
の
タ
オ
ル

を
使
い
ま
し
ょ
う
。）

・
着
替
え
終
わ
っ
た
ら
、
う
が
い
・

手
洗
い
を
十
分
に
行
う
。

毎
週
土
曜
日
の
午
前
中
（
９
時
～

12時
）、
地
域
の
児
童
及
び
幼
児
を

対
象
に
、
小
学
校
の
校
庭
を
遊
び
場

と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
通
い
慣
れ
て
い
る
小
学
校

の
校
庭
で
、
思
い
切
り
体
を
動
か
し

て
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
開
放
が
な
い
日
は
、
雨
天

時
、
学
校
行
事
の
あ
る
日
、
祝
日
及

び
年
末
年
始
（

12月

29日
～
１
月
３

日
）
な
ど
で
す
。

開
放
に
あ
た
っ
て
は
、
市
政
協
力

員
の
方
を
配
置
し
、
安
全
管
理
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
利
用
の
際
は
、
特
に

申
し
込
み
等
は
不
要
で
す
の
で
、
直

接
学
校
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
幼
児
が
利
用
す
る
場
合
は
必

ず
保
護
者
が
付
き
添
っ
て
く
だ
さ
い
。

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
ゆ
ず
り
あ
い

ま
し
ょ
う
。
校
庭
内
で
の
飲
食
・
喫

煙
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
）

熱
中

症
に

ご
注

意
！

水
分
を
こ
ま
め
に
補
給
し
、
休
憩

は

30分
に
１
回
程
度
と
り
ま
し
ょ
う
。

日
野
市
民
の
夏
の
遊
び
場
・
憩
い

の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
日
野

市
民
プ
ー
ル
が
７
月

12日
（
土
）
午

後
１
時
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
プ
ー
ル
の
交
通
手
段

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
駒
形
の
渡

し
舟
も
同
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

プ
ー
ル
を
利
用
し
な
い
方
も
乗
船
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
市
民
プ
ー
ル
営
業
案
内
】

▽
開
催
期
間
＝
７
月

12日
（
土
）
～

８
月

31日
（
日
）

▽
営
業
時
間
＝
開
催
日
に
よ
り
運
営

時
間
が
異
な
り
ま
す
。
別
表
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
入
場
料
＝
中
学
生
以
下

100円
・
高

校
生
以
上

200円
（
３
時
間
）

※
３
時
間
以
上
ご
利
用
の
場
合
は
別

途
延
長
料
金
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▽
注
意
事
項
＝
①
小
学
生
未
満
に
は

高
校
生
以
上
の
付
き
添
い
が
必
要

で
す
。
②

50ｍ
プ
ー
ル
の
遊
泳
は
、

身
長
制
限
な
ど
を
設
け
て
い
ま
す
。

③
大
き
な
浮
き
具
な
ど
は
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
せ
ん
（
ボ
ー
ト
等
）。

④
天
候
等
に
よ
り
営
業
を
中
断
・

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
⑤

そ
の
他
遊
泳
に
対
し
、
利
用
者
の

安
全
管
理
の
た
め
、
危
険
行
為
等

の
禁
止
事
項
を
設
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
駒
形
の
渡
し
営
業
案
内
】

▽
開
催
期
間
＝
市
民
プ
ー
ル
と
同
じ

▽
営
業
時
間
＝
市
民
プ
ー
ル
と
同
じ

く
別
表
参
照

▽
利
用
料
＝
無
料

▽
注
意
事
項
＝
①
河
川
の
状
況
に
よ

り
営
業
を
中
断
・
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
②
運
行
中
は
、
係
員

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
民
プ
ー
ル

585-５
４
４
０

（
開
催
時
の
み
）

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
）

２
０
０
８
年
キ
ン
ダ
ー
･フ
ィ
ル
ム

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
PRESENTS

「
ひ
の
っ
子
映
画
祭
＆
平
和
の
集
い
」

●
子
ど
も
に
人
気
の
ア
ニ
メ
か
ら
親

子
で
楽
し
め
る
映
画
ま
で
、
厳
選
さ

れ
た
世
界
中
の
心
温
ま
る
作
品
の
数
々

を
上
映
し
ま
す
。（
入
場
無
料
）

日
時

：

８
月
２
日（
土
）・
８
月
３
日（
日
）

午
前

11時
か
ら
午
後
５
時

会
場

：

日
野
市
民
会
館

内
容

：

実
話
か
ら
生
ま
れ
た

映
画

『
マ
リ
と
子
犬
の
物
語
』（
８
月
３
日

（
日
）
午
後
上

映
）
か
ら
、

子
ど
も

た
ち
に

大
人
気
の

『
ピ
ン

グ
ー

』

『
ひ

つ
じ
の
シ

ョ
ー
ン

』
ま
で
、
日

本
未
公
開
の
海
外
作
品
等
を
上
映
。

声
優
さ
ん
が
生
で
吹
き
替
え
て
く
れ

る
映
画
は
迫
力
満
点
！
普
段
味
わ
え

な
い
映
画
体
験
で
本
物
の
「
感
動
」

を
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
の

指
導
に
よ
る
声
優
吹
替
体
験
も
あ
り

ま
す
（
事
前
申
込
制
）。

第
五
回
ひ
の
薪
能

日
時

：

10月
４
日（
土
）

午
後
５
時
開
場

午
後
６
時
開
演

会
場

：

日
野
中
央
公
園

料
金

：

大
人

２
０
０
０
円
中
学

生
以
下
１
０
０
０
円
全
席
自
由

保
育
あ
り
（
事
前
申
込
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売

：

７
月
１
日（

火
）よ

り
日
野
市
民
会
館
・
七
生
公
会
堂

ほ
か

○
演
目

金
春
流

能
葵
上
（
あ
お
い
の
う
え
）

大
蔵
流

狂
言

酢
薑
（
す
は
じ
か
み
）

親
子
で
楽
し
む
コ
ン
サ
ー
ト

魂
を
揺
さ
ぶ
る
情
熱
の
歌
声

!!

村
上
敏
明
テ
ノ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

日
野
市
出
身
の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
村

上
敏
明
氏
に
よ
る
、
お
話
し
付
き
の
、

楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時

：

９
月

15日（
祝
）

午
後
１
時

30分
開
場
、

午
後
２
時
開
演

会
場

：

日
野
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

料
金

：

大
人
１
０
０
０
円
高
校

生
以
下

５
０

０
円

全
席

自
由

（
未

就
学
児
入
場

可
）
保

育
あ
り

（
事
前
申
込
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売

：

７
月
１
日（

火
）よ
り

日
野
市
民
会
館
・
七
生
公
会
堂
・
多

摩
平
図
書
館
・
中
央
図
書
館
・
平
山

図
書
館
・
七
生
支
所
・
中
央
公
民
館

に
て

●
第
一
部

：

お
し
ゃ
れ
に
オ
ペ
ラ
を

楽
し
も
う

プ
ッ

チ
ー

ニ
「

ラ
･ボ

エ
ー
ム
」
よ
り

�冷
た
い
手
を

�他

●
第
二
部

：

気
楽
に
聴
こ
う

!!

楽

し
い
コ
ン
サ
ー
ト
ワ
ー
ク
「
大
き

な
古
時
計
」、

新
井
「
千
の
風
に
な
っ

て
」
他

き
み
も
オ
ペ
ラ
歌
手
に
な
れ
る
！

村
上
敏
明
と
歌
う
「
翼
を
く
だ
さ
い
」

コ
ン
サ
ー
ト
の

ア
ン

コ
ー
ル

曲

「
翼
を
く
だ
さ
い

」
を
合

唱
団
と
し

て
共
演
す
る
子
供
た
ち
（
小
学
生
か

ら
高
校
生
ま
で
）
を
募
集
し
ま
す
。

歌
う
の
は
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
み
で
、
曲

さ
え
知
っ
て
い
れ
ば
難
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
出
演
希
望
者
は
、
往
復
は
が

き
で
、
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
学
年
･

電
話
番
号
を
記
入
し
、
７
月

31日
ま

で
に
日
野
市

役
所

･文
化

ス
ポ
ー

ツ

課
ま
で
。
出
演
者
に
は
、
無
料
入
場

券
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。
当
日
は
、

12時
ま
で
に
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
ロ

ビ
ー
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。
村
上

敏
明
氏
本
人
の
指
導
に
よ
る
、
１
時

間
ほ
ど
の
リ
ハ
ー
サ
ル
が
あ
り
ま
す
。

服
装
は
自
由
で
す
。

※
詳
し
く
は
日
野
市
広
報
７
月
１
日

号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

�
585-１

１
１
１

内
線
５
３
３
１

ま
で
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学学学学学学学学学学

校校校校校校校校校校
ププププププププププ
ーーーーーーーーーー

ルルルルルルルルルル
とととととととととと

校校校校校校校校校校
庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭
がががががががががが

開開開開開開開開開開
放放放放放放放放放放

ささささささささささ
れれれれれれれれれれ
まままままままままま

すすすすすすすすすす
市
民
プ
ー
ル
の
ご
案
内

土
曜

日
の

午
前

中
は

小
学

校
校

庭

で
遊
べ
ま
す
（
遊
び
場
開
放
）

●市民プールの開催運営時間●

開催日 運営時間

７月12日

７月14日
～７月18日

午後１時～午後５時

（駒形の渡しは上記の時
間内随時運行）

７月13日

７月19日
～８月31日

午前９時～午後５時

（駒形の渡しは上記の時
間内随時運行）

芸
術

文
化

の
薫

る
ま

ち
事

業
の

ご
案

内

中
・
高
校
生
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ

か
ら
社
会
に
羽
ば
た
こ
う
と
す
る
人

た
ち
を
、
図
書
館
は
応
援
し
ま
す
。

多
摩

平
図

書
館
で
は
、

昨
秋
、「
ヤ

ン
グ
コ
ー
ナ
ー
」
と
い
う
名
称
で
、

こ
の
世
代
の
人
た
ち
の
読
み
た
い
本

を
幅

広
く

そ
ろ
え
ま
し
た
。「

何
か

に
迷
っ
た
と
き

」「
何
か
お
も
し
ろ

い
本
な
い
か
な

？
」、

そ
ん
な
時
、

本
と
の
出
会
い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

最
近
で
は
、
放
課
後
や
休
日
、
友

だ
ち
と
連
れ
だ
っ
て
、
雑
誌
の
最
新

号
チ
ェ
ッ
ク
に
、
ま
た
は
一
人
で
ふ

ら
っ
と
来
館
し
本
を
選
ぶ
方
の
姿
も

見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

思
い
思
い
の
ス
タ
イ
ル
で
利
用
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

「
趣
味
」「

進
路
」「
生
活
」
に
役

立
つ
本
は
も
ち
ろ
ん
、
人
気
の
「
小

説
」「

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
」、

ス
ポ
ー
ツ

や
音
楽
の
「
雑
誌
」
も
あ
り
ま
す
。

本
と
の
出
会
い
で
、
さ
ら
に
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
へ
の
興
味
・
関
心
を
広

げ
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。
ど
う

ぞ
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
夏
は
、
図
書
館
の
仕
事

に
興
味
が
あ
り
、
働
い
て
み
た
い
と

考
え
て
い
る
高
校
生
を
対
象
に
「
ヤ

ン
グ

ス
タ

ッ
フ
（

図
書

館
実

習
）」

を
行
い
ま
す
。
仕
事
や
就
職
の
意
義

や
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
今
後

の
図
書
館
利
用
に
役
立
つ
内
容
を
考

え
て
い
ま
す
。
例
年
、
中
学
生
を
対

象
に
行
っ
て
い
る
「
夏
休
み
ジ
ュ
ニ

ア
ス
タ
ッ
フ
」
同
様
、
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
図
書
館
を
身
近
に
感
じ
、
利

用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
多
摩
平
図
書
館
）

多多
摩摩

平平
図図
書書

館館
ヤ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
で
き
ま
し
た

第
五
回
ひ
の
薪
能
「
葵
上
」


